〈見本〉タイトル（文字体：ＭＳ明朝―強調太字　文字サイズ：１２ポイント）
（1行あけて）執筆者名（ＭＳ明朝　10.5）
（１行空ける）
0（半角）．はじめに（ＭＳ明朝―強調太字　10.5）
　本調査では・・・・（ＭＳ明朝　10.5）
（１行あける）
1．○○○○○
1－1（半角）.○○○○○
　2009年７月――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――・・・・・。
（文末から１行あける）
1－2.○○○○○
　このように――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――・・・・・・。
（文末から１行あける。）
2．○○○○○
2－1.○○○○○

ここでは、―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――・・・・・・・。
（文末から１行あける）
2－2.○○○○○
〈断片１〉ニックネーム（断片にタイトルをつける。Ex.起床時間）
日時：７月27日09：23～
場面の参与者：樫田教員、藤田、田村
（１行あける）
◎場面の説明
　入居者Aが昔語りをしているシーン。Aの夫は大変な酒飲みで――――・・・。



（写真の下にデータの開始時間）▽８：41：31
≪記号の説明≫

01樫　いやーウイスキーは、じゃあ日本のウイスキー？外国のウイスキー？
02Ａ　え、あの、いや、見てごらん。

〈断片１部分〉12行目～19行目
　（載せる必要があれば）写真
3．○○○○○
　以上の事例より―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――ということが言える。
　最後に、今回の報告書執筆にあたり、貴重なお時間を割いて私どもの調査事例の検証に参加しご協力をくださった、信州大学医学部井口高志氏と京都大学大学院文学研究科行動文化学専攻木下衆氏、また調査協力の依頼に応じてくださったグループホームＢの関係者の方々、入居者の方々には深く御礼申し上げたい。（これのコピペでいいので、各章考察末尾に謝辞を載せる。）
（2行空ける）
参考文献・引用（MS明朝強調太字　10.5）
執筆者名（1997）「論文名」、編者名『語る身体・見る身体〈附論〉ビデオデータの分析法』ハーベスト社、102-132。
　　　
右寄せ








写真の中の人物が誰を指しているか表記「
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田村
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藤田





樫田





必要な班のみ





HaHa：笑い　：：直前の言葉が延されている様子。








上記した断片内で特に注意して示したい箇所がある場合のみ。








